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東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所は共同で、
2024年2～3月に19歳の若者を対象にした調査を実施しました。

この調査は、2023年（調査対象者が18歳の時点）まで
「子どもの生活と学びに関する親子調査」で9年間追跡してきた

調査対象者を含むパネル調査として行われました。
ダイジェスト版では、調査延長の1年目の結果から、

19歳の若者（調査対象者全体）と大学生の生活と学びに関する
意識と実態をご紹介します。
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「若者の生活と学び」研究プロジェクトについて

東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所は、2023年より19歳以上の方を
対象にした「若者の生活と学び」研究プロジェクトを立ち上げました。このプロジェ
クトでは、2015年に開始した「子どもの生活と学び」研究プロジェクト※で行っている
小学1年生（6歳）から高校3年生（18歳）までの調査を延長して、19歳以降の若者の
学びや仕事、生活の実態や意識を追跡して調査します。
このダイジェスト版では、この研究プロジェクトが実施した「若者の生活と学びに関
する調査」の第1回調査（19歳対象）の結果を紹介します。
※�「子どもの生活と学び」研究プロジェクトは、本プロジェクトと同様に東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所による共同
研究です。

「若者の生活と学びに関する調査」の特徴

3

2

1

学び、仕事、生活に関する
意識や実態を、
幅広くとらえることができる

小学生から社会人までの
「成長」のプロセスを
とらえることができる

学生や社会人の
「現在」と「時代変化」を
とらえることができる

調査では、学習（まなぶ）、職業（はたらく）、社会（つながる）、家庭（く
らす）での生活を中心に実態や価値観などを幅広くたずねています。調
査対象には学生だけでなく社会人も含むため、多様な属性の若者の日々
の様子をとらえることができます。小学生時代からを含めると2万人
を超えるモニターを対象にした国内では類のないパネル調査です。

「子どもの生活と学び」研究プロジェクト（小学1年生から高校3年生ま
で）と同じ対象に調査を継続して実施します。これにより、同じ人が小学
生時代から社会人になるまで、どのような経験を経て成長していくのか、
生徒・学生から社会人に移行していくのかといった「複数時点の個人の変
化」や「変化に影響する要因」（因果関係）を明らかにすることができます。

19歳以降の若者に対して、毎年継続して調査を実施します。 「子ども
の生活と学び」研究プロジェクトの終了者（高校3年生・18歳）が毎年1
学年ずつ本プロジェクトに移行してきます。調査対象となる年齢の増
加にしたがって「現在」の様子（１時点の年齢による違い）や経年比較に
よる「複数時点の時代の変化」をみられるようになります。

調査の全体像
19歳 20歳 21歳 22歳 …

2024年
（第1回）

2025年
（第2回）

2026年
（第3回）

2027年
（第4回）

…

子どもの生活と学び研究PJ 若者の生活と学び研究PJ

⬅今回の調査はココ

※2025年以降
　は予定

一人ひとりと社会全体が
現在から将来にわたって
幸せで充実した状態
＝若者のウェルビーイング

2024年から
延長

19歳～ 30歳小１～高３

子どもの「学び」と「生活」を追跡

初等・中等教育 高等教育・社会人

※高３で終了

親子セット回答

保護者の関わりや意識を追跡

子ども調査

保護者調査

※2023年までは高３で終了

若者の「学び」と「仕事」と「生活」を追跡



3

調 査 概 要

※データや解説文の表記に関する留意点について
・図表内の（　）は分析対象者数を示す。
・�本ダイジェスト版で使用している百分率（％）は、各項目の算出方法に沿って出した値の小数点第２位を四捨五入して表示している。その
結果、数値の和が100にならない場合がある。
・本ダイジェスト版の解説文では、項目の表記を省略する場合がある。
・�本ダイジェスト版の解説文では、 2024年３月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っていると回答した学生（709名）を「大
学生」と表記し、かつこのうち、学年について、１年生と回答した学生（704名）を「大学１年生」と表記している。
・�本ダイジェスト版の解説文では、入試方式別、入学偏差値別のデータは2024年３月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っ
ている大学１年生704名を対象に分析している。

調査テーマ
若者の生活と学びに関する意識と実態
同一の若者を対象にした縦断調査（パネル調査）。2024年に19歳を対象に第1回調査
を実施。2025年以降は、同じ対象者に継続して調査を依頼するとともに、毎年、新
たな19歳を追加して調査を行う予定。

調 査 時 期 第1回調査（今回）：2024年２～３月

調 査 方 法 郵送にて調査を依頼、Webにて回答

調 査 対 象

2004/4/2 ～ 2005/4/1生まれの（調査実施年度に19歳を迎える）若者
1,350名

※�「継続モニター」：「子どもの生活と学び」研究プロジェクトの調査モニターに「若者の生活と学び」研究プロ
ジェクトの調査モニターの継続を依頼。この依頼に許諾した方。

※�「新規モニター」：2004/4/2 ～ 2005/4/1生まれの若者を、高校3年時の全国７地域の生徒比率（文部科
学省「学校基本調査」令和4年度）に従って抽出し、「若者の生活と学び」研究プロジェクトの調査モニターと
して協力を依頼（2024年1月）。この依頼に許諾した方。

調 査 内 容
※�本ダイジェスト
版に右記の一部
の内容を掲載し
ている。

■本人の属性や意識
　�生年月／性別／居住する都道府県／現在の立場／資質・能力に関する自己評価／就
労観／将来意識／能力や社会への意識／結婚への意識／生活や学びへの満足度など

■学校での学びについて　＊学生のみ
　�学校種／学校設置者／学年／専攻／授業の様子／学びの機会／学ぶ理由／学校の教
育に対する意見／学校への評価など

■高校時代の様子について（回顧）
　�学習時間／進路選択／入学前教育など
■仕事について　＊働いている人のみ（アルバイト含む）
　�職種／職歴／仕事上のスキルアップ／学習費／やりがい／働く理由／収入など
■家庭生活について　
　�経験／婚姻／ライフイベント／生活時間／同居家族など

継続モニター 新規モニター 合計
発送数 631 719 1,350
回収数 369 549 918
回収率 58.5% 76.4% 68.0%
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■ 継続モニター（369）　　　■ 新規モニター（549）

59.840.2

■ 政令指定都市・特別区　　　■ 15万人以上
■ 5万人～15万人未満　　　 ■ 5万人未満

33.9 34.0 23.7 8.4

■ 生徒・学生（高校生、大学生、大学院生、専門学校生など）
■ 進学準備（浪人生、予備校生を含む）
■ 社会人（有職）
■ その他

全体（918）

継続モニター
（369）

新規モニター
（549）

86.5 9.5

3.3 0.8

83.2 8.7

6.8 1.4

88.7 10.0

0.9 0.4

■ 男性（387）　　　■ 女性（516）　　　■ その他（15）

1.642.2 56.2

■ 北海道・東北　　　■ 関東　　　　■ 東京　　　　　■ 中部
■ 近畿　　　　　　 ■ 中四国　　　■ 九州・沖縄

8.5 26.9 12.2 13.7 20.9 10.0 7.7

■ 高校　　　　　■ 高等専門学校（高専）　　　■ 専門学校
■ 短期大学　　　■ 四年制大学　　　　　　　■ 六年制大学
■ その他

生徒・学生全体
（794）

継続モニター
（307）

新規モニター
（487）

1.4 1.0

7.2

2.6

83.5

3.1 1.1

1.0 2.3

12.7

3.6

76.2

3.3 1.0

1.6 0.2

3.7 2.1

88.1

3.1 1.2

注１　「その他」に、「大学院」と回答した人を含めている。
注２　�数値は、生徒・学生（高校生、大学生、専門学校生など）794

名を対象に算出。

基本属性 （全体）

●継続モニター／新規モニター

●居住する自治体の人口規模

●現在の立場

●男女別

●居住する自治体の地域

●学校種

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）
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■ 国立　　　■ 公立　　　■ 私立　　　■ その他

大学生全体

継続モニター
（255）

新規モニター
（454）

24.1 8.0 67.6 0.3

22.7 6.3 70.6 0.4

24.9 9.0 65.9 0.2

■ はっきり文系　　　　　　　　　　■ どちらかといえば文系
■ 文系と理系の両方(文理融合)　　　■ どちらかといえば理系
■ はっきり理系　　　　　　　　　　■ よくわからない

大学生全体

継続モニター
（255）

新規モニター
（454）

31.9 16.9 9.3 11.6 26.9 3.4

33.3 19.6 9.0 10.6 24.3 3.1

31.1 15.4 9.5 12.1 28.4 3.5

■ 65以上　　　 ■ 60～64　　　■ 55～59　　　■ 50～54
■ 45～49　　　■ 44以下　　　 ■ わからない

大学１年生
（704）

継続モニター
（252）

新規モニター
（452）

8.7 15.9 20.6 25.0 14.1

5.1

10.7

12.7 16.7 17.9 24.6 12.3

3.2

12.7

6.4 15.5 22.1 25.2 15.0 6.2 9.5

■ 人文科学　　　　■ 社会科学　　　■ 理工　　　■ 農水産
■ 医・薬・保健　　　■ 教育　　　　　■ その他

大学生全体

継続モニター
（255）

新規モニター
（454）

19.3 26.4 22.7

2.7

10.9 5.6 12.4

14.5 34.9 18.0

2.4

12.2 5.1 12.9

22.0 21.6 25.3

2.9

10.1 5.9 12.1

■ 一般入試（大学入学共通テストの利用を含む）　　■ 一般推薦(公募推薦）
■ 指定校推薦　　　　　　　　　　　　　　　　 ■ 附属校（付属校）推薦
■ ＡＯ入試（総合型選抜）　　　　　　　　　　　  ■ その他
■ 入試はなかった

大学１年生
（704）

継続モニター
（252）

新規モニター
（452）

57.2 10.2 17.8 

3.8

10.2

0.3

0.4

47.2 8.7 22.2 7.5 12.7

0.4

1.2

62.8 11.1 15.3

1.8

8.8

0.2

0.0

注　�学部系統をたずねた質問で、「人文系統（文学、心理学、文化学など）」
「外国語学系統」「国際学系統（国際関係学、国際情報など）を選択した
者を【人文科学】、「社会学系統(社会学、社会福祉学など)」「法学系統
（法学、政治学、政治経済学など）」「経済学系統（経済、経営、商学、
流通学など）」を選択した者を【社会科学】、「理学系統（理学、生命科学、
地球環境など）」「工学系統（理工学、システム工、情報工など）」を選
択した者を【理工】、「農学・水産学系統（生物資源、獣医、酪農など）」
を選択した者を【農水産】、「保健衛生系統（保健、保健医療、看護、看
護医療など）」「医学系統」「歯学系統」「薬学系統」を選択した者を【医・
薬・保健】、「教育学系統（教員養成、学校教育学など）」を選択した者
を【教育】、「生活科学系統（家政、食物栄養、人間発達、保育など）」「芸
術系統（造形、音楽など）」「総合科学（総合）系統（総合科学、教養、環
境情報など）」「その他」を選択した者を【その他】とした。

注１　「おおむねの偏差値」を回答者が選択。
注２　�入学偏差値については、2024年３月時点で、「短期大学」「四年

制大学」「六年制大学」に通っている大学１年生を対象に分析。

基本属性 （大学生）

●大学設置区分

●文系・理系

●入学偏差値

●学部系統

●入試方式

※�本ページの図は、2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に、「入試方式」と「入学偏差値」の
２つの図は、大学１年生704名を対象に分析。

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

注　�入試方式については、2024年３月時点で、「短期大学」「四年制大
学」「六年制大学」に通っている大学１年生を対象に分析。
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しない

５分

10分

15分

30分

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

10時間より多い

睡眠をとる 友だちと
遊ぶ・すごす 家族とすごす

運動・
スポーツを
する

テレビ・
DVDを見る

テレビゲーム・
携帯ゲームで
遊ぶ

携帯電話や
スマートフォン
を使う

パソコンや
タブレットを使う
（仕事で使う
場合を除く）

本を読む
（電子書籍を
含む）

マンガや雑
誌を読む

（電子書籍を
含む）

睡眠時間 人とすごす時間 運動時間 メディア時間

平均時間 6時間20分 1時間23分 2時間23分 27分 1時間6分 1時間3分 3時間7分 1時間6分 19分 18分

0.9

0.5

0.1

0.3

0.2

0.2

0.2

0.4

3.3

13.0

34.0

30.3

12.9

1.9

1.2

0.7

30.5

2.0

1.7

2.1

9.6

20.5

13.4

9.0

4.6

3.1

1.4

0.7

1.1

0.0

0.1

0.3

23.1

1.1

0.8

2.1

8.6

17.0

12.4

10.0

5.6

6.4

4.2

2.3

1.3

0.2

0.8

4.1

49.6

3.9

4.6

6.5

13.8

13.0

5.1

2.7

0.5

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

30.8

0.7

2.7

2.3

10.2

23.4

17.4

8.2

2.3

1.0

0.1

0.3

0.2

0.0

0.1

0.2

39.4

1.5

2.1

2.9

9.6

19.2

11.9

6.4

3.2

1.7

1.0

0.3

0.1

0.1

0.1

0.4

1.6

0.3

1.1

0.9

5.7

15.4

22.5

20.8

9.7

8.5

5.4

2.5

1.6

0.3

1.2

2.4

36.3

1.7

2.8

3.4

9.9

20.8

11.7

6.1

3.4

1.4

0.5

0.5

0.5

0.0

0.2

0.7

58.5

2.6

5.8

5.2

12.6

10.2

3.1

1.4

0.3

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

58.3

3.6

5.9

4.9

14.1

9.0

2.8

0.9

0.3

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

１ 若者の生活時間
①睡眠時間・人とすごす時間・メディアの利用時間
携帯電話･スマートフォンを使う時間の平均は3時間を超える

調査対象者（19歳）に平日１日の生活時間についてたずねたところ、睡眠時間（平均６時間20分）に次いで長いのは「携帯電話やス
マートフォンを使う」で、平均は3時間を超える。「テレビゲーム・携帯ゲームで遊ぶ」と「パソコンやタブレットを使う」はそれぞれ
１時間程度である。読書（「本を読む（電子書籍を含む）」）は6割が「しない」と回答し、平均は19分にとどまった。また、「運動・スポー
ツをする」も5割が「しない」と回答（平均27分）し、「友だちと遊ぶ・すごす」は3割が「しない」と回答（平均1時間23分）している。

Q. あなたはふだん（学校や予備校、仕事がある日）、次のことをそれぞれ１日にどれくらいの時間やっ
ていますか。日によって違うときは、平均してだいたいの時間を教えてください。

注１　平均時間は「しない」を０分、「１時間」を60分、「10時間より多い」を660分のように置き換えて算出。
注２　調査対象者全体（918名）を分析。

図１－１－１　若者の生活時間（調査対象者全体） （％）
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■ かなり重視した　　　■ やや重視した

かなり＋やや重視した

自分の成績

学校の偏差値（入学難易度）

居住する地域

カリキュラムや授業の内容

将来就きたい仕事

卒業後の進学・就職の実績

資格や免許が取れること

通学のしやすさ

学校の知名度（有名なこと）

経済的な負担の少なさ

建学の理念や校風

部活動やサークル活動での経験

48.4 35.1

39.1 41.1

36.9 36.5

30.5 41.6

38.9 33.1

30.7 39.9

29.8 29.8

26.7 32.8

24.3 33.5

19.7 31.5

14.5 32.7

9.8 19.2 

83.5

80.1

73.4

72.2

72.0
70.6

59.7

59.5

57.8

51.3

47.2

29.0

入学後の学習や生活に関するオリエンテーションへの参加

学力や能力の診断テストの受験

学校施設やポータルサイトの使い方

高校までの学習を復習する課題の提出

入学先のカリキュラムなどの読み込みと理解

入学先で学ぶ内容を予習する課題の提出

 同時に入学する学生や先輩学生との交流

入学先の建学の理念に関する学習

アカデミックスキルに関する学習

その他の指導

入学前の指導はなかった

47.0

40.5

34.2

27.0

20.2

19.0
18.8

6.0

6.0

1.1

15.1

入試方式

一般入試
（403）

年内入試
（296）

83.1 84.8 

85.1 ≫ 74.3 

74.2 72.6 

65.8 ≪ 81.5 

69.2 ＜ 76.0 

67.7 ＜ 74.4 

54.8 ≪ 66.6 

59.1 60.5 

58.4 57.1 

57.1 ≫ 43.9 

38.7 ≪ 58.5 

21.6 ≪ 39.5 

入試方式

一般入試
（403）

年内入試
（296）

49.6 ＞ 43.2 

36.7 ＜ 44.9 

41.9 ≫ 23.6 

10.9 ≪ 48.6 

22.6 ＞ 16.6 

7.2 ≪ 35.5 

17.9 19.3 

6.9 4.4 

5.5 6.4 

0.2 2.4 

21.1 ≫ 7.1 

２ 大学生の学習の実態と意識
①入学前の様子

大学を決める際に重視したことは入試方式によって異なる
大学進学者に「大学を決める際に重視したこと」をたずねた結果を入試方式別にみたところ、一般入試の学生は「学校の偏差値」や「経
済的な負担の少なさ」を、年内入試の学生は「カリキュラムや授業の内容」「資格や免許が取れること」「建学の理念や校風」などを重視
する傾向が強い。また、受けた入学前教育をみると、年内入試の学生は「高校までの学習内容の復習」「大学で学ぶ内容の予習」など
の学習内容に関する指導が、一般入試の学生は「学習や生活に関するオリエンテーション」「学校施設やポータルサイトの使い方」な
ど入学準備にかかわる指導が多い。

Q. 今通っている学校を決める際、次のことはそれぞれどれくらい重視しましたか。

Q. 今通っている学校への入学が決まり、入学式が行われるまでの間に、進学先から次のような入学
前の指導はありましたか。あてはまるものをすべて選んでください。

注１　項目は「かなり重視した」＋「やや重視した」の数値の降順に示した。
注２　「一般入試」と「年内入試」の数値は「かなり重視した」＋「やや重視した」の％。
注３　�「入試方式」は、「一般入試（大学入学共通テストの利用を含む）」を選択した人を「一般入試」とし、「一般推薦(公募推薦）」「指定校推薦」「附属校（付属校）推薦」「ＡＯ入試（総合型選抜）」

を選択した人を「年内入試」として算出（ｐ５基本属性の「入試方式」を参照）。
注４　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている大学１年生704名を対象に分析。

注１　複数回答。　　　　
注２　項目は全体値の降順に示した。
注３　�「入試方式」は、「一般入試（大学入学共通テストの利用を含む）」を選択した人を「一般入試」とし、「一般推薦(公募推薦）」「指定校推薦」「附属校（付属校）推薦」「ＡＯ入試（総合型選抜）」

を選択した人を「年内入試」として算出（ｐ５基本属性の「入試方式」を参照）。
注４　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている大学１年生704名を対象に分析。

※入試方式別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜、10ポイント以上差があるものに≫、≪の記号をつけている（図２－１ー１，２）。

図２－１－１　大学を決める際に重視したこと（大学１年生） （％）

図２－１－２　入学前教育の指導内容（大学１年生） （％）
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しない

５分

10分

15分

30分

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

７時間より多い

学校の授業の予習・復習・課題をする学校の授業に出る 自主的な学習をする

11.4

1.4

2.8

2.8

14.0

39.2

20.7

4.8

1.7

0.6

0.3

0.0

0.3

39.4

2.0

4.5

5.4

15.2

22.7

6.5

2.8

0.7

0.0

0.3

0.1

0.4

1.7

0.6

0.6

0.3

0.1

0.4

1.7

10.2

23.8

24.7

21.3

8.0

6.6

平均時間 ４時間56分 1時間10分 38分

２ 大学生の学習の実態と意識
②学習時間

４割の学生が、ふだん「自主的な学習」をしていない
大学生（1年生）の平日１日あたりの平均学習時間は、「学校の授業に出る」が４時間56分、「学校の授業の予習・復習・課題をする」が
１時間10分であるのに対し、「自主的な学習をする」は38分だった。「授業の予習・復習・課題」は1割が、「自主的な学習」は4割が「し
ない」と回答している。「授業の予習・復習・課題」時間は、年内入試の学生よりも一般入試の学生のほうが若干長いが、「学校の授業
に出る」時間は、年内入試の学生のほうが長い。また、「授業の予習・復習・課題」時間も「学校の授業に出る」時間も、文系の学生よ
り理系の学生のほうが長い傾向だ。一方で、「自主的な学習をする」時間は入試方式や文系･理系による差がみられなかった。

Q. あなたはふだん（学校や予備校、仕事がある日）、次のことをそれぞれ１日にどれくらいの時間やっ
ていますか。日によって違うときは、平均してだいたいの時間を教えてください。

表２－２－１　平均学習時間（1日あたり）（大学生）

注１　「7時間より多い」は「8時間」＋「9時間」＋「10時間」＋「10時間より多い」。
注２　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

注１　平均時間は「しない」を０分、「１時間」を60分、「10時間より多い」を660分のように置き換えて算出。
注２　�「入試方式」は、「一般入試（大学入学共通テストの利用を含む）」を選択した人を「一般入試」とし、「一般推薦(公募推薦）」「指定校推薦」「附属校（付属校）推薦」「ＡＯ入試（総合型選抜）」

を選択した人を「年内入試」として算出（ｐ５基本属性の「入試方式」を参照）。
注３　�「文系・理系」は、「はっきり文系」「どちらかといえば文系」を選択した人を「文系」、「はっきり理系」「どちらかといえば理系」を選択した人を「理系」として算出。「文系と理系の両方（文

理融合）」を選択した人が少ないため、分析から除外した。
注４　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－２－１　学習時間（大学生） （％）

入試方式別 文系・理系別

一般入試（403） 年内入試（296） 文系（346） 理系（273）

学校の授業に出る 4時間47分 5時間8分 4時間47分 5時間8分

学校の授業の予習・復習・課題をする 1時間13分 1時間6分 1時間1分 1時間19分

自主的な学習をする 39分 37分 36分 38分
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■ よくあった　　　■ ある程度あった

よく＋
ある程度あった

講義形式の授業
レポートの作成

学生同士のディスカッション
グループワーク（共同での成果まとめ）

プレゼンテーション（発表）
提出物に対する教員からのコメント

演習（ゼミ）形式の授業
教員との質疑応答
オンライン授業

実験・実習・フィールドワーク
ティーチング・アシスタント（TA）による

学習のサポート

94.8 3.9
63.9 28.9

33.6 43.4
28.8 46.0
24.1 46.0

12.8 45.4
16.5 34.8
11.3 39.1
17.5 32.4
18.6 29.3
13.3 25.5

98.7
92.8

77.0
74.8

70.1
58.3

51.3
50.4
49.9
47.9

38.8

■ よくする　　　■ ときどきする

よく＋ときどきする

課題を解決するための方法を考える
課題を解決するための情報を集める

授業でデジタル端末を使う
学習の成果をレポートや論文にまとめる
学校以外の学習でデジタル端末を使う
進路について調べたり考えたりする

課題を解決するためにグループで話し合う
学習の成果を人前で発表する

自分で探究する課題の問いを立てる
統計の知識を用いてデータを分析する
社会に触れる（会社訪問、職業体験など)
課題を解決するために学校外の人の話を聞く
外国語で学習内容について会話をする

外国語でレポートを書く
外国語の論文やエッセイを読む

41.3 46.3
40.6 46.8

56.3 28.3
39.1 39.4
43.7 30.2

27.2 44.0
25.0 43.7

18.2 40.3
15.7 41.3
14.4 33.1
6.8 25.4
7.9 23.6
11.7 19.6
6.3 19.0
6.8 13.0

87.6
87.4
84.6

78.4
73.9
71.2
68.7

58.5
57.0

47.5
32.2
31.5
31.3

25.3
19.8

入学偏差値

49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

87.4 91.5 85.5 84.4 
89.6 89.3 86.2 86.1 
83.0 83.5 87.6 89.0 
76.3 78.4 75.8 82.1 
67.4 76.2 76.5 77.4 
77.8 73.3 71.8 67.7 
71.1 68.8 68.3 67.6 
63.0 55.1 57.9 59.0 
50.4 61.9 55.9 56.6 
55.5 52.2 41.3 46.2 
38.5 30.7 34.4 28.9 
28.1 35.8 35.2 28.9 
23.7 27.8 31.7 44.5 
14.0 19.3 29.0 38.7 
17.8 13.6 24.1 26.1 

入学偏差値

49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

97.8 99.4 98.6 100.0 
91.1 93.8 94.4 92.5 
80.0 75.0 77.2 75.7 
75.5 69.3 78.7 73.9
73.3 64.2 73.1 72.2 
54.1 59.6 61.4 54.3 
57.8 51.2 52.4 45.7 
53.3 48.9 52.5 45.0 
39.3 52.3 49.0 57.2 
59.2 47.1 42.1 41.6 
40.0 39.7 40.0 41.6 

２ 大学生の学習の実態と意識
③大学での学び

７割の学生が授業でディスカッションやグループワークを経験
大学の授業で経験していることで多いのは、「講義形式」「レポートの作成」「ディスカッション」「グループワーク」などで、これらは７
割を超える。一方で、調査対象者がまだ1年生であるため、「演習形式」「実験・実習・フィールドワーク」などは５割前後である。大
学での学びでは、課題解決の「方法を考える」「情報を集める」といった活動や「デジタル端末を使う」機会などが8割を超える。「進路
について調べる」「社会に触れる」などは入学偏差値の低い大学に多く、「外国語」を使った学びは入学偏差値が高い大学に多い。

Q. この1年間（昨年の4月からこの3月まで）の学校の授業で、次のような機会がそれぞれどれくら
いありましたか。

Q. あなたは今の学校での学びで、次のようなことをそれぞれどれくらいしていますか。

注１　項目は「よくあった」＋「ある程度あった」の数値の降順に示した。
注２　入学偏差値別の数値は「よくあった」＋「ある程度あった」の％。
注３　「入学偏差値」は、回答者本人の自己評価による（ｐ５基本属性の「入学偏差値」を参照）。
注４　入学偏差値別の数値では「よくあった」＋「ある程度あった」の合計より、５ポイント以上高いものを赤色に、５ポイント以上低いものを青色にしている。
注５　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

注１　項目は「よくする」＋「ときどきする」の数値の降順に示した。
注２　入学偏差値別の数値は「よくする」＋「ときどきする」の％。
注３　「入学偏差値」は、回答者本人の自己評価による（ｐ５基本属性の「入学偏差値」を参照）。
注４　入学偏差値別の数値では「よくする」＋「ときどきする」の合計より、５ポイント以上高いものを赤色に、５ポイント以上低いものを青色にしている。
注５　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－３－１　大学の授業で経験していること（大学生） （％）

図２－３－２　大学での学び（大学生） （％）
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58.3

56.6

42.2

41.7

41.3

35.3

19.9

19.3

19.2

17.6

15.8

15.4

2.7

4.8

将来のキャリアや職業について学ぶこと

学ぶ目的や目標について考えること

高校までの内容を復習する授業を受けること

自分の学びの成果をふりかえること

学習方法（スタディ・スキル）を学ぶこと

自分の長所・短所を考えること（自己理解）

先生と学習している内容について深く議論すること

授業で学んだことを授業外で活用すること

地域や企業の課題解決を通して学ぶこと

語学科目以外の授業を外国語で受けること

学習を目的としたイベントやコミュニティに参加すること

何かをデザインしたり制作したりすること

学んだことをSNSで発信し議論すること

あてはまるものはない

資格や免許の取得

学外の友人・ネットワークづくり

社会活動（NPO活動、ボランティアなど）

学内の自治活動（学生自治会、学園祭運営など）

海外留学・海外研修（短期も含む）

異なる学校の授業の受講（ダブル・スクール）

長期のインターンシップ（1か月以上）

海外大学のオンライン授業（オンライン留学）

卒業論文・卒業研究・卒業制作

起業・事業活動

あてはまるものはない

45.4

31.6

16.5

11.3

4.8

2.3

1.6

0.7

0.6

0.6

27.5

入学偏差値

49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

71.9 62.5 54.5 49.1 

58.5 57.4 50.3 57.8 

57.0 50.6 41.4 27.2 

44.4 44.3 39.3 39.3 

48.1 37.5 43.4 38.2 

46.7 37.5 28.3 27.2 

23.0 13.1 24.1 20.2 

20.7 19.9 17.9 16.2 

26.7 21.0 18.6 12.1 

14.8 8.0 20.0 26.6 

21.5 11.4 13.8 16.2 

20.7 13.1 16.6 9.2 

5.2 2.3 2.1 2.3 

3.7 4.0 4.8 5.8 

入学偏差値

49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

40.0 51.7 42.1 48.6 

31.1 31.3 31.0 32.9 

20.7 13.1 20.7 14.5 

11.1 6.8 9.7 15.6 

1.5 3.4 4.8 9.2 

0.7 2.8 2.1 3.5 

1.5 1.7 1.4 1.7 

0.0 1.1 0.7 0.6 

0.7 1.1 0.0 0.6 

1.5 0.6 0.7 0.0 

29.6 27.3 24.8 25.4 

２ 大学生の学習の実態と意識
④学びの機会や経験

6割の学生が「キャリアや職業について学ぶ」機会を経験
この１年間にあった学ぶ機会では、「将来のキャリアや職業について学ぶ」がもっとも多く、6割が選択している。「学ぶ目的や目標に
ついて考える」のは6割弱が経験しているが、「学びの成果をふりかえる」を選択した学生は約4割だった。「将来のキャリアや職業に
ついて学ぶ」「自分の長所・短所を考える」「地域や企業の課題解決を通して学ぶ」などの活動は、入学偏差値が低い大学の学生ほど経
験している。また、１年間の経験をたずねたところ、もっとも多かったのは「資格や免許の取得」（５割弱）で、「学外の友人・ネットワー
クづくり」（３割）が続く。

Q. あなたはこの1年間で、次のような学ぶ機会がありましたか。あてはまるものをすべて選んでく
ださい。

Q. あなたはこの1年間で、次のようなことをしましたか。あてはまるものをすべて選んでください。

※以下は図２－４－１，２に共通する注記
注１　複数回答。
注２　項目は全体値の降順に示した。
注３　「入学偏差値」は、回答者本人の自己評価による（ｐ５基本属性の「入学偏差値」を参照）。
注４　入学偏差値別の数値では、全体値より５ポイント以上高いものを赤色に、５ポイント以上低いものを青色にしている。
注５　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－４－１　学びの機会（大学生） （％）

図２－４－２　1年間の経験（大学生） （％）
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■ とてもあてはまる　　　■ まああてはまる

とても＋まああてはまる

自分の能力を高めたいから

仕事に役立つから

自分の夢をかなえるのに必要だから

学ぶことが面白いから

学ぶことが好きだから

友だちや同僚が学んでいるから

友だちや同僚に負けたくないから

高い地位につくのに必要だから

学ぶことは義務だから

89.4

86.5

84.2

71.5

66.4

58.9

57.0

55.1

53.9

42.2 47.2

34.6 51.9

39.6 44.6

24.4 47.1

19.0 47.4

14.2 44.7

16.8 40.2

16.2 38.9

15.0 38.9

■ 文系（346）　　　■ 理系（273）

仕事に役立つから

自分の夢をかなえるのに必要だから

学ぶことが好きだから

学ぶことは義務だから

82.6

91.2

81.2

64.7

68.5

52.0

58.3

85.7

入学偏差値

49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

85.2 88.1 92.4 91.9 

88.9 87.5 84.8 82.7 

84.4 84.6 83.5 82.1 

63.7 68.8 73.8 79.2 

63.0 61.3 68.3 74.0 

59.2 62.5 54.5 62.5 

54.8 54.0 57.2 61.3 

47.4 50.0 60.0 66.5 

60.0 50.6 55.8 50.9 

２ 大学生の学習の実態と意識
⑤学習動機

9割の学生が「自分の能力を高めたいから」と回答
学ぶ理由をたずねたところ、「自分の能力を高めたいから」「仕事に役立つから」「自分の夢をかなえるのに必要だから」と回答した学生
は８～９割弱だった。「学ぶことが面白いから」「学ぶことが好きだから」といった内発的動機づけにかかわる項目を選択した学生は約
７割、「高い地位につくのに必要だから」といった地位達成にかかわる項目を選択した学生は５割強で、これらは入学偏差値が高い大
学の学生に多い。こうした学習動機について文系・理系による違いをみると、理系の学生のほうが「仕事に役立つから」などの選択
率が高い傾向があった。

Q. あなたが「学ぶ」理由について、次のことはそれぞれどれくらいあてはまりますか。
※仕事を覚えることや自己啓発、趣味の勉強も含めて、あなたが考えている学ぶことでお答えください。

注１　項目は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の数値の降順に示した。
注２　入学偏差値別の数値は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注３　「入学偏差値」は、回答者本人の自己評価による（ｐ５基本属性の「入学偏差値」を参照）。
注４　入学偏差値別の数値では「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の合計より、５ポイント以上高いものを赤色に、５ポイント以上低いものを青色にしている。
注５　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

注１　「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２　�「文系・理系」は、「はっきり文系」「どちらかといえば文系」を選択した人を「文系」、「はっきり理系」「どちらかといえば理系」を選択した人を「理系」として算出。「文系と理系の両方（文

理融合）」を選択した人が少ないため、分析から除外した。
注３　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－５－１　学ぶ理由（大学生） （％）

図２－５－２　学ぶ理由（文系・理系別）（大学生） （％）
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教員が教える
講義形式の授業が多いほうがよい

学生が調べて発表する
演習形式の授業が多いほうがよい

学校では、答えのない
問題について、自分なりの解を

探究する学びが重要だ

学校では、
すでにある学問の知識について、
体系的に修得する学びだけでいい

学校では幅広い分野の
知識や技能を身につけるのがよい

学校では特定の専門分野の
知識や技能を身につけるのがよい

就職は、学校の指導・支援に
もとづいて活動するほうがよい

就職は、学生の自主性に
もとづいて活動するほうがよい

興味がなくても、楽に単位をとれる
授業のほうがよい

単位をとるのが難しくても、
興味のある授業のほうがよい

学校での学習方法は、
大学の授業で指導を受けるのがよい

学校での学習方法は、
学生が自分で工夫するのがよい

学生は将来やりたいことを決めて、
授業を受けるほうがよい

学生は授業を通じて、
将来やりたいことを
見つけるほうがよい

学生が知識や技能を
身につけられるかどうかは、

学校の責任だ

学生が知識や技能を
身につけられるかどうかは、
学生自身の責任だ

①授業形式（【A】講義形式を多く、【B】演習形式を多く）

②学びのスタイル（【A】答えのない問題を探究、【B】学問を体系的に修得）

③学びの範囲（【A】幅広い分野の知識や技能、【B】専門分野の知識や技能）

④就職活動（【A】学校の指導・支援にもとづく、【B】学生の自主性にもとづく）

⑤授業の選択（【A】興味がなくても楽に単位、【B】単位が難しくても興味ある授業）

⑥学習の方法（【A】大学の授業で指導、【B】学生が自分で工夫）

⑦キャリア形成（【A】将来を決めて受講、【B】授業を通じて探索）

⑧責任の所在（【A】大学の責任、【B】学生の責任）

77.4 22.7

63.2 36.8

53.5 46.6

53.2 46.8

50.9 49.2

47.1 52.9

42.6 57.4

18.4 81.4

２ 大学生の学習の実態と意識
⑥大学教育に対する意見

8割の学生が「講義形式の授業が多いほうがよい」を選択
大学教育に対する意見について、【A】と【B】の対立する項目を示してどちらがよいかを選択してもらったところ、①授業形式では「講
義形式を多く」が8割と多数派になったが、②学びのスタイルでは「答えのない問題を探究」が6割で多かった。また、⑧責任の所在
では「学生の責任」が8割と多いものの、④就職活動や⑥学習の方法では大学の指導を期待する意見と学生自身の自主性を重視する
意見が二分された。⑤授業の選択についても、「興味がなくても楽に単位」と「単位が難しくても興味ある授業」が半々に分かれている。

Q. 学校での教育について、あなたは次にあげるＡ、Ｂのどちらの考え方に近いですか。それぞれ近
いものをお選びください。

注１　帯グラフは「【A】」の数値の降順に示した。
注２　�「かなり【A】に近い」「【A】に近い」「どちらかといえば【A】に近い」を選択した人を「【A】」、「かなり【B】に近い」「【B】に近い」「どちらかといえば【B】に近い」を選択した人を「【B】」として数

値を算出。
注３　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－６－１　大学教育に対する意見（大学生） （％）
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■ とてもそう思う　　　■ まあそう思う

とても＋まあそう思う

よい友人に出会うことができた

自分の学びたいことが学べている

自由な時間を満喫できている

自分を成長させてくれる

将来の仕事に役立つ力が身につく

幅広い教養が身につく

授業の内容に満足している

学校の施設や設備に満足している

下級生に入学を勧めたい

よい教員に出会うことができた

学生に対する指導が手厚い

学校が掲げる教育理念を理解している

授業が難しくてついていけない

学校をやめたいと感じる

87.6

87.5

87.4

85.8

84.5

83.2

80.2

79.5

76.7

73.2

72.2

61.1

31.8

14.7

50.5 37.1

33.6 53.9

50.4 37.0

29.5 56.3

37.7 46.8

30.6 52.6

20.7 59.5

30.0 49.5

25.1 51.6

23.3 49.9

21.0 51.2

10.7 50.4

6.6 25.2

5.5 9.2

入学偏差値
49以下
（135）

50～ 54
（176）

55～ 59
（145）

60以上
（173）

85.2 87.5 84.8 92.5 

86.7 88.1 84.2 89.0 

80.0 89.8 85.5 93.6 

83.0 84.1 84.8 89.6 

86.7 85.8 84.8 78.0 

81.5 82.4 82.8 86.1 

74.1 76.7 84.2 85.5 

73.4 77.8 80.0 86.1 

60.7 74.5 80.0 89.0 

71.1 71.0 77.3 71.1 

75.5 71.0 76.6 65.3 

57.8 57.9 64.1 65.3 

40.0 35.8 28.3 28.9 

20.0 13.7 13.1 10.9 

２ 大学生の学習の実態と意識
⑦通っている大学に対する評価

8割超の学生が「自分を成長させてくれる」と高く評価
現在通っている大学に対しては、「よい友人に出会うことができた」「自分の学びたいことが学べている」「自由な時間を満喫できてい
る」「自分を成長させてくれる」「将来の仕事に役立つ力が身につく」「幅広い教養が身につく」「授業の内容に満足している」などの項目
で「そう思う（とても＋まあ）」が8割を超え、多くの学生が高く評価している。ただし、今回の調査対象である大学1年生の時点で「授
業が難しくてついていけない」が3割、「学校をやめたいと感じる」が1割以上いて、早い段階から配慮が必要な学生も一定数存在し
ていることがわかる。

Q. あなたは、今通っている学校について次のことはそれぞれどう思いますか。

注１　項目は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の数値の降順に示した。
注２　入学偏差値別の数値は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の％。
注３　「入学偏差値」は、回答者本人の自己評価による（ｐ５基本属性の「入学偏差値」を参照）。
注４　入学偏差値別の数値では「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の合計より、５ポイント以上高いものを赤色に、５ポイント以上低いものを青色にしている。
注５　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図２－７－１　通っている大学について思うこと（大学生） （％）
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グループがまとまるように協力すること
図や表（グラフ）を見て理解すること
暗記すること（ものを覚えること）
ものごとを多面的に考えること

論理的に（筋道を立てて）考えること
難しい課題に粘り強く取り組むこと
自分の考えを文章にまとめること
難解な文章を読んで理解すること

他の人が思いつかないようなアイデアを出すこと
自分の考えをみんなの前で発表すること
リーダーとしてグループをひっぱること

外国語を使って人と話をすること

75.8
65.4
63.6

59.7
57.0

52.0
51.2

46.9
41.2
39.1
37.1

27.9

自分でできることは自分でする
人の役に立つことはうれしい

その場の空気を読んで行動する
自分がやりたくても他人に迷惑がかかることはがまんする

いろいろなことに興味を持つ
一度決めたことは最後までやりとげる
予定や計画を立てて考えるのが好きだ

自分の良いところが何かを言うことができる
難しいことや新しいことにいつも挑戦したい

社会の出来事やニュースに関心が強い
将来の目標がはっきりしている

自分に自信がある
どのように学べばよいかわからない

何を学んだらよいかわからない
自ら学ぼうという気持ちがわかない

92.1
91.4

88.0
85.5
84.6

78.3
66.1

62.0
60.8

54.4
54.3

47.4
52.7

43.8
32.9

性
格・特
性

学
び

入試方式別

一般入試
（403）

年内入試
（296）

74.2 78.7 
70.5 ≫ 59.1 
63.0 65.5 
61.1 58.8 
62.0 ≫ 50.7 
54.8 ＞ 48.9 
48.4 ＜ 55.4 
51.9 ≫ 40.5 
38.5 ＜ 45.0 
38.0 40.2 
38.4 35.5 
29.8 25.0 

入試方式別

一般入試
（403）

年内入試
（296）

90.8 94.6 
89.5 93.9 
85.9 ＜ 91.3 
85.4 86.1 
83.2 87.2 
75.7 ＜ 82.1 
66.3 66.5 
59.1 ＜ 65.9 
61.8 59.5 
54.8 54.4 
52.4 ＜ 57.8 
47.2 48.3 
49.4 ＜ 56.5 
42.5 44.9 
30.5 ＜ 36.1 

２ 大学生の学習の実態と意識
⑧資質・能力に関する自己評価

入試方式によって資質･能力の自己評価に違いがみられる
資質・能力について自己評価をしてもらったところ、「グループがまとまるように協力」「図や表を見て理解」「暗記」の項目で「得意（と
ても＋やや）」が6割を超えた。入試方式によって違いがみられる部分があり、「図や表を見て理解」「論理的に考える」「難解な文章を
読んで理解」などは一般入試の学生の評価が高い一方で、「自分の考えを文章にまとめる」「他の人が思いつかないようなアイデアを出
す」といった項目では年内入試の学生の評価が高かった。入試方式によって求められる資質・能力の違いが、自己評価に影響してい
る可能性がある。

Q. あなたは次のようなことがそれぞれどれくらい得意・苦手ですか。

Q. あなた自身のことについて、次のようなことはそれぞれどれくらいあてはまりますか。

注１　数値は、「とても得意」＋「やや得意」の％。
注２　項目は「とても得意」＋「やや得意」の数値の降順に示した 。
注３　�「入試方式」は、「一般入試（大学入学共通テストの利用を含む）」を選択した人を「一般入試」とし、「一般推薦(公募推薦）」「指定校推薦」「附属校（付属校）推薦」「ＡＯ入試（総合型選抜）」

を選択した人を「年内入試」として算出（ｐ５基本属性の「入試方式」を参照）。
注４　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

注１　数値は、「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。
注２　項目は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の数値の降順に示した 。
注３　「入試方式」は、図2－8－1と同様。
注４　横棒は2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

※入試方式別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜、10ポイント以上差があるものに≫、≪の記号をつけている（図２－８ー１，２）。

図２－８－１　得意なこと（大学生） （％）

図２－８－２　あなた自身のこと（大学生） （％）
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安定している

給料が多い

休みが多い

好きな地域で働ける

自分の夢をかなえられる

学んだことを生かせる

男性も女性も働きやすい

社会の役に立つ

人と直接かかわる

人気がある

遠隔勤務（テレワーク）ができる

独立してできる（自営業など）

92.1

94.5

88.3

87.3

81.0

81.3

64.1

70.7

49.0

59.7

49.6

19.7

≪

＜

≪

＞

＞

＞

95.4

94.2

90.2

87.8

83.4

80.9

88.9

80.2

61.5

50.5

40.2

14.3

とても＋まあまあ重視するとても重視する

大学生全体（709） 男女別（とても＋まあ）

男性（290） 女性（408）

94.0

94.0

89.3

55.1 38.9

45.1 48.9

37.7 51.6

39.6 47.5

40.1 42.5

35.0 46.1

37.4 41.3

34.3 41.9

19.6 36.4

9.3 44.4

12.6 31.5

3.7

12.8

87.1

82.6

81.1

78.7

76.2

56.0

53.7

44.1

16.5

３ 将来展望や満足度
①就労観

９割の学生が職業選択で｢安定性｣｢給料｣｢休み｣を重視
職業や勤務先を選ぶ際に重視することで多いのは、「安定している」「給料が多い」「休みが多い」などで９割前後が選択している。これ
に、「好きな地域で働ける」「自分の夢をかなえられる」「学んだことを生かせる」などが続く。これらの項目は男女差が少ないが、「男性
も女性も働きやすい」「人と直接かかわる」「社会の役に立つ」は女性の方が、「遠隔勤務（テレワーク）ができる」「人気がある」「独立して
できる」は男性の方が、「重視する（とても＋まあ）」の比率が高い。

Q. あなたは、職業や勤務先を選ぶとき、次のことをそれぞれどれくらい重視しますか。
※アルバイト先ではなく、今後就職の際のことをイメージして答えてください。

注１　項目は「とても重視する」＋「まあ重視する」の数値の降順に示した。
注２　性別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜、10ポイント以上差があるものに≫、≪の記号をつけている 。
注３　2024年3月時点で、「短期大学」「四年制大学」「六年制大学」に通っている709名を対象に分析。

図３－１－１　職業選択で重視すること（大学生） （％）
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趣味を楽しみながら暮らしたい

家族を大切にして暮らしたい

親に頼らず、
自分がかせいだお金で生活したい

仕事をずっと続けたい

お金持ちになりたい

社会のために貢献したい

就職できるか不安だ

親になりたい（子どもを育てたい）

地元で暮らしたい

親を超えるような生き方をしたい

出世して高い地位につきたい

世界で活躍したい

96.4

94.3

93.6

80.6

83.2

75.7

68.7

63.5

61.3

58.7

59.7

38.5

＜

＜

＞

≫

≫

＞

96.7

94.0

90.9

88.3

80.6

80.0

77.2

58.6

56.0

45.6

43.2

33.3

とても＋まあまああてはまるとてもあてはまる

調査対象者全体（918） 男女別（とても＋まあ）

男性（387） 女性（516）

96.4

93.8

92.0

84.9

81.4

77.9

73.7

60.2

57.8

51.2

50.1

35.7

67.4 29.0

58.3 35.5

57.4 34.6

36.8 48.1

38.7 42.7

34.3 43.6

34.7 39.0

27.5 32.7

20.4 37.4

24.2 27.0

14.8 35.3

13.8 21.9

３ 将来展望や満足度
②将来に対する意識

「就職できるか不安だ」と感じる人は７割
若者（調査対象者全体）の将来に対する意識では、「趣味を楽しみながら暮らしたい」「家族を大切にして暮らしたい」「親に頼らず、自
分がかせいだお金で生活したい」の肯定率が高く、「あてはまる（とても＋まあ）」の割合は9割を超える。これらは男女を問わず肯定
している。男女別では、女性ほど「就職できるか不安だ」や「仕事をずっと続けたい」の割合が高く、男性は「出世して高い地位につき
たい」「親を超えるような生き方をしたい」「地元で暮らしたい」「世界で活躍したい」の割合が高かった。

Q. あなた自身の将来について、次のことはそれぞれどれくらいあてはまりますか。

注１　項目は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の数値の降順に示した。
注２　性別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜、10ポイント以上差があるものに≫、≪の記号をつけている 。
注３　�「就職できるか不安だ」については、「社会人（有職者）」を選択した人を除いて算出。また、「親になりたい（子どもを育てたい）」については、「未婚・子どもあり」「既婚・子どもあり」「死

別・子どもあり」「離別（離婚）・子どもあり」を選択した人を除いて算出。上記の2項目以外は、調査対象者全体（918名）を分析。

図３－２－１　将来に対する意識（調査対象者全体） （％）
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社会には違う考え方の人が
いるほうがよい

自分は今幸せだ

自分はこの先、幸せになれる

目上の人のことは
尊敬しなければならない

努力すればたいていのことはできる

自分ががんばっても
社会を変えることはできない

人生で起こったことは
自分自身の責任だ

10年後は今よりも
いい暮らしができている

才能はほとんど変えることはできない

自分の都合よりみんなの都合を
優先させるべきだ

世の中の人は信頼できる

競争に負けた人が
幸せになれないのは仕方ない

子どもやお年寄りの世話は
男性より女性のほうが向いている

男性は外で働き、
女性は家庭を守るほうがよい

91.2

83.5

77.8

72.6

71.1

71.3

71.1

70.0

61.0

55.0

45.7

43.2

29.4

16.8

＜

＞

＞

≫

≫

≫

95.2

84.1

77.5

78.5

71.7

69.4

69.3

64.9

63.8

59.3

37.4

23.7

15.5

5.9

とても＋まあまあそう思うとてもそう思う

調査対象者全体（918） 男女別（とても＋まあ）

男性（387） 女性（516）

42.3 51.2

30.3 53.2

27.7 49.5

22.4 53.5

20.9 50.5

19.9 50.3

18.4 51.3

17.0 49.6

18.3 44.3

12.3 45.3

37.0

6.3 25.4

4.2 17.1

2.3

8.3

93.5

83.5

77.2

75.9

71.4

70.2

69.7

66.6

62.6

57.6

40.5

31.7

21.3

10.6

3.5

３ 将来展望や満足度
③能力や社会に対する意識

若者の8割が「今、幸せ」「この先、幸せになれる」と回答
能力や社会に対する意識では、「社会には違う考え方の人がいるほうがよい」と多様性を肯定する若者が９割を超える。また、「自分は
今、幸せだ」「自分はこの先、幸せになれる」を肯定する割合も、８割前後と高い。男女による違いをみると、女性は「目上の人のこ
とは尊敬しなければならない」の肯定率が男性より高く、男性は「世の中の人は信頼できる」「競争に負けた人が幸せになれないのは
仕方ない」「子どもやお年寄りの世話は男性より女性のほうが向いている」「男性は外で働き、女性は家庭を守るほうがよい」などの肯
定率が女性より高かった。

Q. あなたは、次のことについてそれぞれどう思いますか。

注１　項目は「とてもそう思う」＋「まあそう思う」の数値の降順に示した。
注２　性別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜、10ポイント以上差があるものに≫、≪の記号をつけている 。
注３　調査対象者全体（918名）を分析。

図３－３－１　能力や社会に対する意識（調査対象者全体） （％）
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■ ぜひ結婚したい　　　■ できれば結婚したい　　　■ 結婚してもしなくてもよい　　　■ 結婚したくない　　　■ 結婚について考えていない

全体値（914）

男性（386）

女性（514）

49以下（135）

50～54（175）

55～59（144）

60以上（171）

男
女
別

入
学
偏
差
値
別

34.9 28.4 21.3 8.1 7.2

39.6 26.9 19.2 4.7 9.6

32.1 30.0 22.8 10.1 5.1

33.3 23.0 23.0 8.9 11.9

30.3 33.7 18.9 9.1 8.0

38.2 27.8 22.9 6.3 4.9

43.3 33.3 15.8 4.7 2.9

■ 子どもは持たず、夫婦とも仕事を続ける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　■ 子どもを持ち、夫婦とも仕事を続ける
■ 子どもを持ち、夫婦どちらかが子育てに専念し、子育て後に再び夫婦とも仕事をする　　　■ 子どもを持ち、夫婦どちらかが子育てに専念し、子育て後も仕事を持たない
■ その他

全体値（774）

男性（331）

女性（436）

49以下（107）

50～54（145）

55～59（128）

60以上（158）

男
女
別

入
学
偏
差
値
別

13.0 65.4 16.7 2.7 2.2

9.7 68.0 16.3 2.7 3.3

15.4 64.0 17.0 2.8 0.9

12.1 60.7 22.4
1.9
2.8

12.4 64.8 17.2 2.82.8

11.7 68.8 18.0
1.6
0.0

9.5 71.5 13.9 3.2 1.9

３ 将来展望や満足度
④結婚に対する意識

将来「結婚したい」と考えている若者は全体の6割
結婚に対する意識をたずねたところ、「結婚したい（ぜひ＋できれば）」と考える人は６割で、「結婚してもしなくてもよい」が2割、「結
婚したくない」「結婚について考えていない」はそれぞれ１割弱だった。男女別にみると、「結婚したくない」は女性が多いのに対して、
「ぜひ結婚したい」は男性に多い。大学生を対象に入学偏差値による違いを見たところ、偏差値が高い大学の学生ほど「結婚したい」
と回答した人が多かった。ライフコースに対する意識では、「子どもを持ち、夫婦とも仕事を続ける」と考える人は６割強で、男性の
ほうがやや多い結果となった。

Q. あなたの結婚についてのお考えに一番近いものを教えてください。

Q. もしあなたが結婚した場合、結婚後の理想に一番近いものを教えてください。
※ここでの「仕事」はアルバイトやパートタイムを含む。

注　図３－４－１で「結婚したくない」「結婚について考えていない」を選択した人を除いて算出。

注　�婚姻状況を尋ねた質問で、「既婚・子どもなし」「既婚・子どもあり」と回答した人を除いた914名を分析。

図３－４－１　結婚に対する意識 （％）

図３－４－２　ライフコースに対する意識 （％）
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家族との関係

住んでいる地域

趣味や余暇の状況

友人との関係

健康状態

仕事の状況

経済的な状況

学習の状況

今の日本の状況

生活全体を総合的にみて

90.7 

85.8 

86.6 

84.8 

84.7 

75.4 

75.4 

71.3 

43.9 

86.6 

＞

88.6 

87.0 

86.3 

84.7 

79.1 

76.3 

74.6 

71.7 

39.5 

85.0 

とても＋まあまあ満足しているとても満足している

調査対象者全体（918） 男女別（とても＋まあ）

男性（387） 女性（516）

89.3

86.4

85.9

84.7

81.1

75.8

74.6

70.9

40.8

85.4

42.7 46.6

37.9 48.5

34.3 51.6

33.7 51.0

32.2 48.9

14.4 61.4

22.3 52.3

17.6 53.3

4.1 36.7

21.5 63.9

３ 将来展望や満足度
⑤生活や学びに対する満足度

8割の若者が生活全体を総合的に見て「満足」と回答
生活や学びの満足度についてたずねたところ、「家族との関係」に「満足している（とても＋まあ）」割合は９割と高かった。また、「住ん
でいる地域」「趣味や余暇の状況」「友人との関係」「健康状態」は８割を超え、「仕事の状況」「経済的な状況」「学習の状況」も7割を超え
た。全体的に生活や学びの満足度は高いが、「今の日本の状況」だけは4割にとどまった。「生活全体を総合的にみて」回答してもらっ
た結果では８割強が満足している。男女別では「健康状態」だけ男性の方が高かったが、それ以外にはほとんど違いはみられなかった。

Q. あなたは次のことについて、それぞれどれぐらい満足していますか。

注１　「生活全体を総合的にみて」以外、項目は「とても満足している」＋「まあ満足している」の降順に示す。
注２　性別の数値では、5ポイント以上の差があるものに＞、＜の記号をつけている 。
注３　�「仕事の状況」については、「社会人（有職者）」を選択した人、あるいは、収入がある仕事（学生アルバイトを含む）をしているかをたずねた質問で、「している」を選択した653人を対

象に分析。「仕事の状況」以外の項目については、調査対象者全体（918名）を分析。

図３－５－１　生活や学びの満足度（調査対象者全体） （％）
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